
CLUBOFM

W弼砺KLY

NAGOYA-CHIKUSATHEROTARY

…種回一タリークラブ

瀞認 119鯉年91鳫卿圖
例壼掴蝿曜圖1 ．慨~卵

例寒湯璽緬晨塞隼霊会籠
事務局帳L763雪馴柵關蛎68-51"

会長 尾関銭弘

斡蕾 欄豫'函鳴明
芸報･雛蔚慧這晨堀証宏纒

im

題字黒野清宇

~~~

NQ21 意識を喚起し 進んで行動をCREATEAWARENESSTAKEACTION
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ン・コムの染‘彼赤字は10億ドル以上。プライスライ

ン・コムは、 (l8臆ドルの売上に対し、 1O億ドル以上

の悩失をi;l･上している。このような赤字を抱え、利Af

を出さなくても会社の維持が可能なのは、その将来に

期待するベンチャーキャピタルから、 あるいは株式公

州によって資金調進できたからである。しかし今年

4 11ナスダック市場は染落、 ドットコム企業を取り巻

く潔境は激変した。今年になって朧査法人の年次報告

課で|波産寸前と警告される有名サイ|､がいくつか出る

までに那態は深刻化している。暴落後、今年'l～5月

には40社以_'二が株式公開をキャンセルしている。

では何故ドットコム企業が危機に瀕しているのか。

1 ．既存企業との競争の激化

当初は、在庫を抱えなくても良いと言われたオン

ライン企業も、現実には配送センターを持ち、在庫

を持たないとビジネスにならない鞭が分かった。つ

まり今やドッI､コム企業は既存企業と|司じ土俵で戦

わなくてはならないのだ。そうなると、従来から供

給巣者と強li'ilな|兇I係で結ばれている跳存企業は強

い。現に有名サイ｜､の照字3社は、商舶でなくサー

ビスを提供する企業であり、雌存企業と競争してい

るわけではない。

2．法外なマーケティング費用の支出

ドッl､コム企業では、ブランド櫛築と職容の皿|い

込みの為に､多纐なマーケティング費を投じてきた。

例えばアマゾン・コムは99年販売マーケティングに

光|もの25％を文,'llしている。当初はブランドを榊築

し、 'li場シェアを推押すれば削減できる予定のもの

が、現実は削減の途端売_l二低・ﾄする為、 この多纐な

経鋤を永遠に削る堺ができないのだ。

3．エスカレートする無料サービス

インターネッ|、上では、非合理な割引あるいは送

料無料がまかり通っている。

4．経営陣の桁外れの報酬

ドッl､コム企業では、会社の莫大な赤字にも拘ら
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密"手に手つないで”

密出席報告

会員 71(61)名

出席率 72. 13%

前々回 11月28日

密ビジター紹介

錫ケスト紹介

富士フィルムメディカル㈱
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技術顧問高野正雄氏

|伊豫田幹事報告’へ

1 次回例会は午後6時より名古屋東急ホテルにて年

末会員家族懇親会を開朧致しますので、昼間の例会

はございません。

2． フランスに留学中の財団奨学生、中村るりさんか

ら報告沓が届きましたので、 ｜可覧致します。

3．成田君よりI | !部エリアゴルフ場ガイドブックと佐

久間君よりカレンダーを噸きましたのでお帰りにお

持ち下さい。

|宮尾副会長挨拶’
現在、アメリカのインターネット ・ビジネスで利茄

を出しているサイ ’､はいくつあるか？ 鱗くなかれ、

日本でも知られる有名サイ'､の中では、AOL(アメリ

カ・オンライン)、ヤフー、 イーベイのたった3社で

ある｡有名サイ|､は確かに売上をIIIIばしているものの、

同時に莫大な赤字も出しているのだ。例えば、アマゾ

－1－
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ず、経営陣が多額の報酬を得ている。破産した、あ

るいはその危機に瀕したドットコム企業の多くは、

事業を営んでいたのではなく、株式公開の為に多額

の資金を使って名前を売り、いかに高い株価にし、

いかに株式市場から資金を吸い上げ、いかに持株を

売って創業者利得を得るか、いわば詐欺のようなも

のである。

，肖名サイトでさえ赤字．破産寸前という事はネッI、

ビジネス全体の未来が暗いのか？ 殆どの有名サイト

が赤字である．-一方、マスコミの注｢1度の低い中小サイ

トの多くは黒字なのである。では何故中小サイトは儲

かっているのか？ 次回迄に検討したい。

むかえ医療費の拡大が年々火きな問題となってきた。

今回はこの二つの課題に関係する｢IT時代の医療｣の

一端について述べてみたい。

現在、 H本中の病院が将来の展望を模索し、 IT時

代に乗り遅れないようにと病院‘附報システム(HIS:

IIospital l'1formalionSystenl)やネットワーク化に

よる近代化を考えている。しかし、その目的や効果は

いったいどうなのであろうか。

私達が体の不調を感じ、病院へ行った時、第1に望む

事は｢正確な診断｣である。診断のために問診から始ま

り、いろいろな検査を受けるが、その巾で雌も多いのが

レントゲン'写真やCT、MRI、超-箭波、内視鏡等の両

像診|折である。 ITII＃代にこのI山i像診断分野が病院の

単なる便利な道具として使われるのではなく、私共患者

へのサービスの蘭の向kに役立つことが切望される。

例えば

1 . 見落としの無い質のI闘いIT時代の診断画像撮

影システムの導入

2．一人一人への患者に対して過去画像との比較診

断による正確な診断

3．異状陰影抽出ソフトによる正確な診断

4．画像通信により、 111村や離島住民にも専門医に

よる高度な診断が受けられる仕組(診断を受ける

権利の平等化）

5． データ凹像通偏による2重検査の防止(医療費

削減）

等、色々なメリットが考えられる。医療費の問題もあ

るが、 IT、 ITとiiiに騒ぐだけでなく、国民にとって

身近な医療が先進IWI'ilのような衝の揃いシステムへと

展開される蕊が強く蛸まれる。

囹講演

A, IT時代の病院情報システム”

南士フィルムメディカル㈱

技術職間尚野正雄氏

（紹介堀江君）
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『 写ア1
今年、 1劃はIT先進国をめざすことを宣言し、その

計画の典体化を2001年より進めようとしている。こ

のような状況の巾で、 LI本はかつて無い高齢化時代を
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クリスマス会のボランティア活動 松居敬二君・宮尾紘司君＃
，水野民也君 をしていただけます｡本当にあり 水野賀績君・森 幸一君メ
ゼ 先々週(11/27)三笠宮邸へ参 がとうございます。感謝! ! 成田良治君．大谷和雄君ミ
メ上致しました。 伊豫田博明君 罵谷龍男君・佐久間良治君；
;小山雅弘君 年末会員家族懇親会に多数参加 佐野 寛君・笹野義春君！
《 ちょっといい事がありました。 申込みいただき有難うございまし 鈴木理之君．田部井良和君＃
メ大口弘和君 た。当日は楽しくやりましよう！ 竹内眞三君・谷口 優君；
； 本日の講師として､高野様をお 加藤重雄君･水谷祥督君 舎人経昭君・山田壽勝君タ
ミ迎えして。遠方の所、有難うござ ホームクラブ御無沙汰。 吉田節美君 〉

；います。 福井 章君・二村 聰君 ，ﾝ金日は寒い朝でした｡通年賄う
;加藤大豊君 萩原喜代子さん・伊原正躬君 12日で元気を出しましょう ! ;
# 久しい人が2人新内閣に就任し 池田 隆君・池森由幸君 深見 章君 〉
；ました。 石黒正則君・伊藤健文君 会員誕生日祝い｡結婚記念日祝い。タ
ミ和田正敏君 河村政孝君・菊池昭元君 ／

: 12月14日ｽｰﾊｰチヤージヤー 小林 明君．小坂井盛雄君 ｜ 合計 ~』| ；
| 73.000円順メズのメンバーの方々に私の病院の 黒須アイ子さん・牧野登志子さん <

／-------.--.---------------------------------.-．--.-----.--.-.-.----.--.-------.-.---一一一・--.--..------.--.------------------~－－－－‐ 〈
ノ

ノ

ゼ 【12/5分】 和田正敏君 伊豫田博明君・神崎住恵さん§

#加藤大豊君 みなさま!!自分の健康管理につ ~河村政孝君・菊池昭元君！
; 11月23日名古屋シティマラソン いては自分で充分に確かめ、 しっ 小山雅弘君．小坂井盛雄君ﾗ
ﾒ第1回より第'6回目の大会の実行 かりとチェックして下さい｡ほんの 牧野登志子さん．松居敬二君ミ
ゼ委員長として盛大に務める事が出 少しの異常にも注意l 1早退します。 三輪 康君・水野民也君メ
;来ました｡ 13,600名と云う大勢の 浅井誠寿君 水野賀績君．成田良治君；

世紀末雑感 西川豊長君・大口弘和君＞;ﾗﾝﾅｰの参加があり､ｼﾄﾆｰｵﾘ

蟹撫蔓蘓織鯆鳶つき望豐紀へ隼の馴遮 尾関武鵬鷺谷繍君；佐久間良治君・佐野 寛君§
IM欠席で御免なさい。 鈴木正男君．鈴木理之君；

；てくれ、大変盛り上がりました。 柵木充明君 田部井良和君．竹内眞三君；〈ロスマラソンとも姉妹提携しており、
久しぶりです。 山田壽勝君・吉田節美君＃／

；名古屋の秋のｽﾎｰﾂのﾋﾂｸｲﾍ 大谷和雄君 吉田 玄君 ；
〉ン卜となり誇りに思っています。

水野創立会長、 日中友好ボーリ 師走ですネ、寒くなりました。ラ
メニ村 聰君 ング大会ではお世話になりました。 体を大切に。 〉

;改鯉壽濟御獺塞舎人経昭君 黒須ｱｲ子さん宮尾紘司君；会葬のお礼 森 幸一君・山本英次君；
；のお礼を申し上げます。またシテ 秋山茂則君．福井 章君 会員誕生日祝い。 ノ
ライマラソンでは加藤大豊さんお世 萩原喜代子さん・伊原正躬君 足立一成君・小林 明君ﾒ

ﾀ話になりました｡是非来年も実行 池田 隆君・池森由幸君 三好 親君 l 合計 ’ 4
;委員長をお続け下さい。 結婚記念日祝い｡ l l05.000円 ；石黒正則君・伊藤健文君
ノ
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ヂ!sOsBCssCg…例会変更のお知らせ13(%sCesCgsOg3C§ずcウ

:名古屋輔RC 12/20伽忘年家族会の為'塒30分- :
駒名古屋名駅RC 12/20伽夜間例会の為 ウ

:名古屋守山RC 12/20伽忘年家族会の為
哨
吻

や名古屋名北RC 12/20㈱家族忘年会の為､12/17(日） 勒
哨

ｳｪｽﾃｲﾝﾅｺﾔｷﾔｯｽﾙにて ：吻

:名古屋西南RC 12/21鯛忘年家族会の為､鵬一 $
助名古屋瑞穂RC 12/21嗣上期反省会の為 ウ

:名古屋西RC 12/21鮴忘れ家族会の為､ｳｴｽﾃｲﾝ ：
駒 ナゴヤキヤツスルにて17時30分～ 吻

:名古屋みなとRC 12/22陶忘年家族会の為､'"' :
常名古屋北RC 12/22㈱家族忘年懇親会の為 哨
吻 常

17時30分～蝋 助

;あまRC l2/251月)年末家族会の為､12/24旧) ;
li 16時30分～ 功
haQacesog3og5cescgacgsc@sogscgsogacgsog3ogacescg5cesogacQacesogaossch

例会休会のお知らせ

定款第4条第1節により休会

12月28日㈱名古屋瑞穂RC・名古屋西RC
〃 東山RC

l2月29日（金） 名古屋みなとRC

l月4日嗣 名古屋瑞穂RC・名古屋西RC
〃 名古屋大須RC･名古屋西南RC
ノノ 東山RC

l月5日（金） 名古屋みなとRC・名古屋北RC

1月8日(H) 名古屋中RC･名古屋栄RC
〃 名古屋空港RC

囮理事役員会議題（12/5）

l .新入会員の件

2．社会奉仕委員会事業の判

3．移籍の件

4．休会の件

－3－
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一

Ｆ

、

名
古
屋
千
種
ロ
‐
タ
リ
ー
ク
ブ
の
特
徴
で
あ
る
。
て
い
ま
式
昨
年
は
第
八
回
の
熱
礁
増
蝿
牢
捗
机
理
這
冠
癩
橇

ラ
ブ
は
一
九
△
一
年
八
月
の
創
１
１
会
長
か
ら
ご
覧
に
な
っ
ラ
イ
ラ
・
セ
ミ
ナ
ー
の
ホ
ス
ト
い
う
こ
と
が
自
然
に
で
き
る
雰
と
で
す
。

立
。
ス
ポ
ン
サ
ー
は
名
古
屋
東
て
、
名
古
屋
千
種
ロ
ー
タ
リ
ー
を
引
き
受
け
た
わ
け
で
す
が
、
囲
気
が
あ
り
ま
す
」
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
ス
タ

Ｒ
Ｃ
で
あ
る
。
名
古
屋
市
の
千
ク
ラ
ブ
の
特
色
は
。
一
迫
百
の
行
事
で
し
た
か
ら
１
１
庵
関
さ
ん
に
と
っ
て
、
－
卜
は
、
お
互
い
の
聯
業
を
よ

種
区
、
昭
和
区
を
エ
リ
ア
と
し
、
「
メ
ン
バ
ー
が
七
十
名
と
比
一
部
の
委
員
だ
け
で
は
と
て
も
ロ
ー
タ
リ
ー
の
原
点
は
。
く
し
よ
う
、
親
睦
を
深
め
よ
－
つ

区
域
内
に
多
く
の
学
校
や
住
宅
鮫
的
小
人
数
で
す
の
で
、
ま
と
で
き
な
い
。
ほ
と
ん
ど
全
輿
参
「
今
年
の
ク
ラ
ブ
テ
ー
マ
を
と
い
う
と
い
一
つ
二
つ
の
原
点
が

地
を
擁
す
る
文
教
地
区
だ
け
ま
り
の
い
い
ク
ラ
ブ
だ
と
思
っ
加
の
形
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
『
和
（
Ｗ
Ａ
）
』
と
し
ま
し
た
。
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
毒

に
、
ク
ラ
ブ
に
も
ど
こ
か
、
お
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彫

亀
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基

本

″
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懲

し
ゃ
れ
な
雰
囲
気
が
う
か
が
え

る
。
尾
関
武
弘
会
長
が
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げ
た

ク
ラ
ブ
テ
ー
マ
は
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和
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た

だ
し
、
こ
れ
に
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八
Ｗ
Ａ
Ｖ
と
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う
ス
ペ
ル
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付
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と
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一
刻

奉

仕

の

根

拠
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４

つ

の

テ

ス

ト
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受
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入
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ら
れ
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互
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の
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の
組
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合
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せ
が
変
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て
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所
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伊
輝
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博
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う
二
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の
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が
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び
付
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を
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〃
和
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『
和
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あ
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事
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テ

ス
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宣
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一
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皆

さ

ん

が

話

題

を

持

ち

を

し

な

が

ら

と

い

う

こ

と

は

な

置

い

て

お

ら

れ

る

方

が

多

い

よ

団

体

で

行

動

す

る

や

り

か

た

で

よ

っ

て

楽

し

い

例

会

を

持

つ

。

い

。

私

語

も

あ

り

ま

せ

ん
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こ

れ

う

で

寛

私

も

そ

の

通

り

だ

と

は

な

く

て

、

こ

れ

か

ら

は

個

々

ロ
ー
タ
リ
ー
の
根
幹
は
親
睦
が
仕
と
い
う
観
念
は
そ
の
後
出
て
そ
れ
が
原
点
な
の
で
す
。
少
し
も
例
会
を
き
ち
っ
と
す
る
た
め
考
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
身
近
の
ク
ラ
ブ
が
い
い
と
唇
つ
一
達

第
一
で
す
か
』
貧
ク
ラ
ブ
に
ぎ
来
た
も
の
だ
と
理
解
し
て
い
ま
前
か
ら
、
当
ク
ラ
ブ
で
は
例
会
の
エ
夫
な
の
で
す
』
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
こ
と
、
を
や
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
全
依

く
し
や
く
し
た
空
気
が
あ
っ
て
す
。
し
た
が
っ
て
、
元
は
親
睦
の
＋
分
前
か
ら
食
事
を
し
て
い
１
１
奉
仕
に
つ
い
て
の
考
え
そ
れ
を
自
分
の
職
業
を
通
し
て
と
し
て
大
き
な
流
れ
に
な
れ
ば

は
い
け
な
い
。
こ
の
雰
囲
気
づ
に
あ
る
わ
け
で
玄
こ
の
年
度
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
●
例
方
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。
実
践
す
る
一
屋
が
奉
仕
だ
と
思
い
い
の
だ
と
思
い
ま
す
」
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り
か
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よ
う
点
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堂
十
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紀
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墓
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ァ
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ょ
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つ
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す
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う
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行
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で
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の
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な
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、
こ
れ
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ら
は
個
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国
際
奉
仕
の
関
係
で
は
、
継
っ
た
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
『
キ
か
。

ヤ
ン
ヘ
ル
プ
・
タ
イ
ラ
ン
ド
』
「
数
年
前
に
私
ど
も
の
ク
ラ

へ
の
支
援
を
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
事
業
と
ブ
で
ロ
ー
タ
リ
ー
に
入
っ
て
い

し
て
絞
り
込
ん
で
い
く
こ
と
に
て
何
が
よ
か
っ
た
か
会
員
に
霞

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
カ
ナ
ダ
．
問
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

ア
メ
リ
カ
・
日
本
が
協
力
し
て
の
時
に
一
番
多
か
っ
た
の
は

タ
イ
東
北
部
の
子
供
た
お
の
学
『
神
を
脱
い
で
語
り
合
え
る
友

校
運
営
を
支
援
す
る
運
動
で
、
連
が
で
き
た
』
と
い
う
答
え
で

ロ
ー
タ
リ
ー
と
し
て
継
続
し
て
し
た
。
私
も
そ
れ
に
近
い
答
え

い
る
の
は
当
ク
ラ
ブ
だ
け
で
を
出
し
て
い
ま
す
」
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囮次回例会（12月26日）年末例会
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